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研究成果の概要（和文）：南部鉄瓶のデザインバリエーションを進めるにあたり，大量生産等を考えずに発散的
な発想でデザインを考え合計で４７種類のデザインスケッチを作成し、南部鉄器伝統工芸士会会長である，田山
鐡瓶工房の田山和康氏が造形のバリエーションの整理を行った．さらに中国、台湾、タイので南部鉄器の趣向に
関するアンケートを実施した。424名がアンケートに参加し地域ごとに選択肢数が最も多かった上位5つの案を分
析・比較した。分析により、これら3つの国/地域で南部鉄器のデザインが選ばれる理由に一貫性があることが分
かった。

研究成果の概要（英文）：In this study, a questionnaire on the preferences for Nanbu tekkis 
concerning 46 design proposals in Iwate Prefecture, Japan, was administered along three 
countries/regions in Asia: China (mainland), Taiwan, and Thailand. 424 people participated in the 
questionnaire. Each participant selected the five most preferred options from the 46 design options.
 The 46 design options in the questionnaire were randomly distributed, and the participants were 
seeing the designs for the first time. The top five options with the highest number of choices per 
region were analyzed and compared using the chi-square test. The analysis shows that there is 
consistency in the reasons for choosing Nanbu tekki designs across these three countries/regions. To
 inform product design positioning, these findings will help designers and manufacturers understand 
the needs of users in different regions and facilitate the development of products that target the 
majority of user preferences.

研究分野：鋳造

キーワード： 南部鉄器
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研究成果の学術的意義や社会的意義
南部鉄瓶は海外での需要が高いが、国や地域によって鉄瓶の使い方や上述のデザインの好みの差異があるため，
造形表現の難易度が高い。また、ニーズに合わせると量産に適さない造形を見極めるのが難しい．本研究ではデ
ザインプロセスの川上に位置する，発散的な造形のバリエーションをデザインし，その後，工芸の専門家に一品
物の鉄瓶に適しているのか，または，量産性のある造形であるかを確認，整理し分析を行い、とりわけインバウ
ンドにより海外ユーザをターゲットにし伝統的工芸を発信できたことは学術的意義だけではなく、伝承性を考慮
すると社会的な意義も高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１.研究開始当初の背景	

	

南部鉄器の海外での需要が増加傾向にあり、さらに外国人旅行者が 2017 年は 2、800 万人を

超えており、南部鉄器だけではなく、日本の伝統的な工芸や伝統技法による製品は世界から注

目されている。伝統的な工芸は、数百年以上の歴史を持つ一方で、外国人向けの製品へ展開す

る際は、マーケターの情報に頼ることが多いため、これまで培われてきた技術や造形性等の伝

統的な側面が無視されやすい状況にある。一方で、南部鉄器の研究は、伝統的な技術の伝承的

な研究はされているが、南部鉄器の技法から派生した、例えば、マンホールや車部品に用いら

れる機械鋳物と呼ばれる分野の研究が主であり、工芸鋳物と呼ばれる鉄瓶等の長年培われた職

人の南部鉄器の工程と造形に関する融合的な学術的な研究が不十分であり、研究の提案に至っ

た。	

	

２.研究の目的	

伝統的工芸品として指定されている南部鉄器の伝統的な技法は職人が約 400 年の歴史の中で

材料、制作する道具を含め、製造方法、造形表現やその時代の需要に合わせた生活用具として

次世代へと受け継がれている。また、工芸的要素が高い職人による手作りとは別に、国内ユー

ザ向けの南部鉄器の大量生産は伝統的な技法を保持しつつも従来的に行われている。しかし、

海外での需要が増加し国内ユーザにはない要求概念に対応する場合、伝統的な技法の一部を欠

如しなければならない工程が発生している。そこで、外国人ユーザ向けとして大量生産して展

開する際に生じる課題を学術的な見地から抽出し下記の３項目を目的とする。	

	

(1) 伝統的な要素を含む技術性	

(2) 芸術的な要素を含む造形性	

(3) 使い手の要求概念を含む製品性	

	

以上の事項から製造工程について工芸分野とデザイン分野による融合的な要素を南部鉄瓶を

事例に行い検証・分析する。最終的には上述の過程を基軸に伝統的な技法を含み、且つ、従来

品以上の趣向性の高い海外用の南部鉄器を開発することが目的である。	

	

	

３.研究の方法	

(1)【南部鉄器の工程の検証】	

	 『職人が多くの工程に携わる伝統的工芸の技術を基軸とした工芸的要素の高い南部鉄器』と

『工程に機械生産を一部に取り入れる外国人ユーザ向け大量生産型の南部鉄器』の両面から南

部鉄器の制作工程の検証を行い比較分析を研究代表者が行う。	

	

(2)【デザインバリエーションからの専門家の評価】	

南部鉄器（鉄瓶）を約３０種類程度、デザインスケッチ化し、専門家に評価し分析する。また、

海外（タイ、台湾、中国）のユーザからのアンケート調査も行い分析する。	

	



(3)【南部鉄器プロトタイプの制作】	

上述の大量生産型の南部鉄器の分析よりプロトタイプを４種類制作し評価を行う。	

	

４.研究成果	

(1)【専門家への工程を考慮したヒアリング】	

南部鉄瓶のデザインバリエーションを進めるにあたり、大量生産等を考えずに発散的な発想で

デザインを考え合計で４７種類のデザインスケッチを作成し、南部鉄器伝統工芸士会会長である、

田山鐡瓶工房の田山和康氏が造形のバリエーションの整理を行った。

	

図1	 焼き型技法に適しているデザイン案の例	

	

南部鉄器の場合、惣型鋳造技法と識別しているが、地域での呼び方は焼き型技法と生型技法と

に職人は分けている。焼き型技法(焼型技法)は型の表面を加熱する方法であり、約800度の生型

技法は表面に熱を加えない、または樹脂のような素材で固める方法として考える。焼型技法は回

転体が、ベースになり	(一品制作可)、生型技法は石膏原型のよ

うなものからも展開できる	(量産向き・金型必要)	。	

	 以上の観点から、スケッチをA～Dの４つのカテゴリーに分けた。

但し、口の位置や鉉の形や鉉の装着の仕方で検討が必要なものも

含まれている。	

	 図1のスケッチは焼型技法向きであり、図1は作り手（田山和康

氏）が興味を示したものであり、技術的には四角い形のものも回

転体から展開可能である。田山氏は人間国宝・第13代鈴木盛久氏

の最後の弟子であり、現在、南部鉄瓶の作り手として最も活躍し

ている工芸作家と言って過言ではなく、時代の流行とは異なった

長く使えるデザインが選択要素となっている。								図2	生型技法適しているデザイン案の例	

	

	さらに、造形的には決して制作しやすい形状ではないため、作り手としての技術的なチェレン

ジができる要素が含まれていると考える。また、制作工程としては、木材や金属板を回転させ鉄

瓶本体の造形を示すことができる。図2は生型技法向きである。この技法は、石膏原型のような

ものから展開ができるため、回転形状にとらわれないデザイン発想でも制作が可能である。しか

し、金型が必要であるため、量産向きである。その反面、細かな表面の文様等は表現しにくい。

筆者らのこれまでの海外向けの製品では、生型技法によるバリエーションからデザインを展開さ

れる場合が多い。また製品としての可能性のない造形をデザインプロセスの初期段階でスケッチ

として割愛することも重要な要素と考える。	

	

	

	

	



(2)【海外ユーザへのアンケートと分析】	

中国、台湾、タイの3カ国・地域で南部鉄器の選好に関するアンケートを実施した。アンケー

トはSNSで1週間公開し、424名（中国本土265名、台湾96名、タイ63名）がアンケートに参加した。

参加者は46のデザイン案から最も好む5つの

案を選択した。アンケートの46のデザイン案

はランダムに配布され、参加者は初めてデザ

インを目にした。地域ごとに選択肢数が最も

多かった上位5つの案を分析・比較した。分

析により、これら3つの国/地域で南部鉄器の

デザインが選ばれる理由に一貫性があるこ

とが分かった(図3)。	

	

	

	

	

	

																																										図 3	中国、台湾、タイの南部鉄器の選好	
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